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潮
の
香
に
蝉
の
こ
ゑ
乗
る
鞆
の
浦

並
木
学
院
福
山
高
等
学
校
一
年　

森　
　

蓮
杜

【
評
】
鞆
の
浦
の
夏
の
景
色
が
浮
か
ぶ
。
蝉
の
鳴
き
声
が
潮
の
香
り
に
乗
っ
て

聞
こ
え
て
く
る
と
捉
え
た
作
者
。
そ
の
感
性
が
素
晴
ら
し
い
。

入
学
式
ぎ
ゅ
っ
と
つ
な
い
だ
小
さ
な
手

福
山
市
立
伊
勢
丘
小
学
校
六
年　

福
島　

心
渚

【
評
】
六
年
生
が
新
一
年
生
の
手
を
引
い
て
入
場
す
る
入
学
式
。
緊
張
か
ら
か

強
く
握
っ
た
一
年
生
の
手
が
小
さ
く
て
驚
い
て
い
る
様
子
が
見
え
る
。

曇
天
の
空
気
は
重
し
梅
雨
の
朝

県
立
広
島
皆
実
高
等
学
校
二
年　

坂
本　

あ
ゆ

【
評
】
梅
雨
の
時
期
は
曇
り
空
が
続
く
。
朝
見
上
げ
る
空
は
曇
天
。
厚
い
雲
に

押
さ
れ
て
空
気
を
重
く
感
じ
る
梅
雨
の
朝
が
上
手
く
描
け
た
。

特
　

選

山
根
　
正
巳
　
　
選
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好
き
な
の
に
浴
衣
の
君
に
言
え
ぬ
ま
ま

呉
市
立
吉
浦
中
学
校
三
年　

早
川　

亜
希

【
評
】
夏
祭
の
出
来
事
で
あ
ろ
う
か
。
彼
女
に
告
白
を
し
よ
う
と
決
め
て
い
た

彼
。
浴
衣
姿
の
彼
女
に
最
後
ま
で
言
え
な
か
っ
た
彼
の
心
が
切
な
い
。

夏
課
題
最
後
の
日
ま
で
奮
闘
す

広
島
市
立
船
越
中
学
校
三
年　

藤
田　

雅
紀

【
評
】
夏
休
み
の
課
題
は
先
送
り
を
し
が
ち
で
あ
る
。
課
題
を
遣
り
遂
げ
る
た

め
夏
休
み
の
最
後
の
一
日
を
懸
命
に
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
浮
か
ぶ
。
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満
開
の
桜
ト
ン
ネ
ル
駆
け
抜
け
て�

廿
日
市
市
立
大
野
中
学
校
三
年　

谷
口
ひ
か
り

桜
散
る
短
い
時
を
共
に
居
て�

呉
市
立
吉
浦
中
学
校
三
年　

片
岡　

怜
菜

揺
れ
の
中
ま
ど
ろ
む
午
後
の
春
列
車�

東
広
島
市
立
高
屋
中
学
校
三
年　

戸
川　

和
香

灯
籠
の
流
れ
る
川
へ
願
い
の
せ�

呉
市
立
呉
高
等
学
校
三
年　

河
本　

聖
花

夕
立
に
降
ら
れ
入
っ
た
君
の
傘�

呉
市
立
呉
高
等
学
校
三
年　

槇
本
こ
こ
ろ

街
中
が
光
に
満
ち
た
ク
リ
ス
マ
ス�

呉
市
立
呉
高
等
学
校
二
年　

好
川　

礼
美

夏
合
宿
早
起
き
を
し
て
走
り
込
む�

県
立
広
島
皆
実
高
等
学
校
三
年　

田
室　

陽
羽

カ
マ
キ
リ
の
す
速
い
動
き
目
が
光
る�

大
竹
市
立
大
竹
小
学
校
四
年　

岩
岡　
　

良

か
ぶ
と
む
し
つ
の
で
あ
い
て
を
も
ち
上
げ
る�

廿
日
市
市
立
佐
方
小
学
校
二
年　

角
西　

颯
馬

早
起
き
で
朝
か
ら
元
気
セ
ミ
の
声�
廿
日
市
市
立
地
御
前
小
学
校
五
年　

冨
永　

葵
依

入
　

選
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み
ず
あ
そ
び
と
う
さ
ん
ね
ら
っ
て
み
ず
か
け
る�

海
田
町
立
海
田
小
学
校
一
年　

小
福
川
貴
一

天
の
川
夢
よ
叶
え
と
願
う
夜�

呉
市
立
呉
高
等
学
校
二
年　

ア
ビ
ヤ
ン
サ
ト
シ

ア
ス
リ
ー
ト
流
れ
る
汗
は
輝
い
て�

呉
市
立
呉
高
等
学
校
二
年　

西
垣
内
結
衣

背
中
押
す
希
望
の
道
へ
春
の
風�

廿
日
市
市
立
大
野
中
学
校
三
年　

日
中　

春
希

ゆ
ら
ゆ
ら
ら
踊
る
は
な
び
ら
空
一
面�

広
島
市
立
祇
園
東
中
学
校
三
年　

越
智　

心
晴

ラ
ン
ド
セ
ル
笑
顔
で
せ
お
う
入
学
日�

廿
日
市
市
立
佐
方
小
学
校
五
年　

皿
田　

彩
純

校
門
に
手
を
振
る
君
と
春
の
風�

広
島
市
立
祇
園
東
中
学
校
三
年　

三
浦　

果
凛

梅
雨
明
け
の
街
を
映
し
た
水
た
ま
り�

福
山
市
立
駅
家
南
中
学
校
三
年　

佐
藤
菜
々
子

さ
つ
ま
い
も
ほ
か
ほ
か
す
る
よ
心
も
ね�

廿
日
市
市
立
地
御
前
小
学
校
三
年　

福
田　

琴
葉

手
を
合
わ
せ
受
験
番
号
確
か
め
る�

廿
日
市
市
立
佐
方
小
学
校
六
年　

正
岡　

祐
杜
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日
盛
や
通
り
に
動
く
も
の
の
無
く

広
島
市　

下
田
あ
つ
子

【
評
】
暑
い
盛
り
に
出
歩
く
も
の
な
ど
い
な
い
。
日
盛
の
熱
い
大
気
が
満
ち
た

静
か
な
通
り
の
様
子
を
「
動
く
も
の
の
無
く
」
と
上
手
く
描
い
て
い
る
。

た
だ
今
を
生
き
る
幸
せ
新
酒
酌
む

福
山
市　

岩
元　
　

剛

【
評
】
今
を
生
き
る
こ
と
の
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
の
日
々
の
暮
し
。
一
年
振
り

に
新
酒
を
飲
む
の
は
格
別
の
幸
せ
。
心
豊
か
な
人
生
が
見
え
る
。

病
室
に
あ
が
る
喚
声
遠
花
火

東
広
島
市　

山
田
美
佐
子

【
評
】
遠
く
に
花
火
の
見
え
る
病
室
で
患
者
さ
ん
達
の
花
火
見
物
。
大
輪
の
花

火
に
思
わ
ず
喚
声
が
あ
が
る
。
消
灯
前
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
。

特
　

選

山
根
　
正
巳
　
　
選
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ほ
た
る
飛
ぶ
闇
に
言
伝
て
書
く
や
う
に

三
次
市　

田
中　

暁
美

【
評
】
光
の
尾
を
引
い
て
飛
ぶ
蛍
。
そ
の
光
の
尾
を
短
い
言
葉
を
書
い
て
い
る

よ
う
だ
と
見
た
作
者
。
ど
ん
な
言
伝
て
が
見
え
た
だ
ろ
う
か
。

聖
鐘
の
相
和
す
み
空
長
崎
忌

　

福
山
市　

波
多
野
千
鶴
子

【
評
】
原
爆
で
失
な
わ
れ
た
浦
上
天
主
堂
の
双
塔
の
鐘
が
八
十
年
振
り
に
復
活

し
た
長
崎
忌
。「
相
和
す
」
鐘
の
音
は
慰
霊
と
平
和
へ
の
祈
り
。
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鳩
の
子
の
肩
で
息
す
る
大
暑
か
な�

廿
日
市
市　

長
岡
は
る
み

威
勢
よ
き
声
に
つ
ら
れ
て
初
鰹�

安
芸
郡
府
中
町　

池
野
つ
む
ぎ

梅
干
す
や
祖
母
の
遺
せ
し
笊
二
枚�

三
次
市　

林　
　

敏
明

合
歓
咲
く
や
母
に
詫
び
た
き
事
ひ
と
つ�

広
島
市　

徳
毛　

佳
美

虫
か
ご
と
図
鑑
に
見
入
る
稚
児
と
母�

山
県
郡
安
芸
太
田
町　

齊
藤
た
え
子

顔
見
せ
て
く
れ
る
孝
行
暖
か
し�

福
山
市　

箱
田
富
久
恵

バ
ス
停
の
別
れ
永
久
か
も
秋
の
暮�

三
次
市　

林　
　

勝
子

涼
し
さ
や
艫
よ
り
愛
で
る
常
夜
燈�

福
山
市　

長
月　
　

憂

空
手
に
て
立
つ
我
一
人
月
冴
ゆ
る�

東
広
島
市　

野
田　

和
映

強
東
風
に
天
満
宮
の
絵
馬
騒
ぐ�

広
島
市　

山
口　

順
子

入
　

選
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八
十
年
戻
る
一
日
の
原
爆
忌�

広
島
市　

平
山　

英
子

三
世
代
一
つ
の
祈
り
原
爆
忌�

広
島
市　

羽
城　

裕
子

原
爆
忌
平
和
の
鐘
に
あ
る
余
韻�

福
山
市　

渡
辺　

素
子

身
じ
ろ
が
ず
黙
祷
一
分
終
戦
日�

福
山
市　

濱
田
喜
代
惠

祈
り
打
つ
大
和
の
時
鐘
終
戦
日�

呉
市　

青
木　

啓
子

つ
ば
く
ろ
に
土
間
の
小
窓
を
開
け
て
お
く�

安
芸
郡
府
中
町　

石
橋　

康
徳

雨
の
糸
斜
交
ひ
に
切
り
燕
飛
ぶ�

廿
日
市
市　

今
田　

笹
舟

団
扇
ま
づ
風
を
試
し
て
母
に
向
け�

福
山
市　

大
塚　

文
枝

河
鹿
笛
神
話
の
里
の
夕
間
暮
れ�

広
島
市　

山
本　

憲
治

灯
台
へ
寄
せ
る
波
音
雲
の
峰�

福
山
市　

山
本　

昭
夫


